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平成２４年度　実施計画・事務事業評価（事後評価）シート【特別会計用】
実施計画
１　基本事項

部等名 政策経営部 課等名 総務課安全安心推進室 記入者名 原田　公司 内線 256

事務事業名 交通災害共済事業 事業期間 平成 24 年度 平成 26 年度

総合計画上の
位置付け

基本方針 安心・安全で快適な都市基盤が整った人と自然を大切にするまちづくり

施　　策 生活安全対策の充実

細 施 策 交通安全対策の充実

根拠法令・条例、関連計画等 出水市交通災害共済条例・出水市交通災害共済条例施行規則

　予算細々目名 会計 款 項 目 細目
一般管理費 07 01 01 01 001

予備費 07 04 01 01 001

２　事務事業の目的（何のためにするのですか）

交通災害共済に加入している者が交通事故により災害を受けた場合に、市民相互の共済制度として死亡又は傷害の
程度に応じて共済見舞金を支給することで、市民の生活の安定と福祉の増進に寄与する。

３　事務事業の概要

H23年度の事業概要
H24年度の

事業概要・計画
H25年度の事業計画 H26年度の事業計画

全市民に加入申込書配布
会費360円
加入者30,343人
加入率54%
会費収入10,923,480円
見舞金支払10,388,600円
(死亡5件、負傷109件)

全市民に加入申込書配布
会費360円
加入率見込56%
会費収入見込12,080千円
見舞金支払見込15,000千円
(死亡7件、負傷150件)

平成２４年度事業の継続 平成２５年度事業の継続

４　事務事業の対象・手段・意図
　対象（誰・何に対して行う事業ですか） 手段（対象に対してどのような活動を行うのですか）

全市民 制度への加入促進及び見舞金の支払い業務

　意図（活動により対象をどのような状態にしたいのですか）

交通事故による災害を受けた者を救済し、市民の生活の安定と福祉の増進に寄与する。
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※　活動指標・・・事業内容を示す数値（ボランティア講座開催回数、道路整備延長距離など）
※　成果指標・・・施策・事務事業の目的達成度を示す数値（ボランティア実施者数、渋滞緩和率など）

□ 拡大 ■ 継続 □ 改善
□ 統合・縮小 □ 廃止・休止

□ 拡大 ■ 継続 □ 改善
□ 統合・縮小 □ 廃止・休止

□ 拡大 ■ 継続 □ 改善
□ 統合・縮小 □ 廃止・休止

事務事業評価（事後評価）
１　指標の推移

区分 指 標 名 単位
23年度 24年度 25年度 26年度 最終目標
実績 目標 目標 目標 年度 目標値

成
果
指
標

①

②

２　評　　　価

有
効
性

　成果指標又は実施計画の意図を向上させる余地はないですか

□ な　い 理由

制度内容の改善や見舞金支払額を見直すなどし、広報を繰り返すことで加入者の増加を図り、災害に遭われた
多くの方に見舞金を支給できるようにする。■ あ　る

　廃止・休止した場合の影響はありますか

■ あ　る 理由

代替えとして民間等の同等保険に加入した場合は、加入金が大きくなることが予想される。また、加入しない
方も増大すると考えられるため、事故に遭われた方の金銭的な負担が増大する。□ な　い

効
率
性

　成果指標を下げずにコスト削減の余地はないですか
（成果指標がない場合は、単純にコスト削減について記入してください）

□ な　い 理由
人件費は一般会計からの支出であるが、臨時職員が従事するなどにより削減することが可能である。一般管理
費はこの事業を実施するのに必要最低限の事務経費であり、また、コストの大部分を占める見舞金は、削減で
きない。■ あ　る

　類似事業の有無と統合の可能性はないですか（市以外の取組含む）

■ な　い 理由
市町村事務組合が行う同様の事業があり、県内でも多くの市町村が加入しているが、会費が500円であること
や、職員の事務量の減少が見込めない、見舞金支給基準が厳しくなる、収支の残が出ても市に還元されること
はないことなどを考えると利点が見当たらない。□ あ　る

　市と受益者との負担割合は妥当ですか（受益者負担がある場合に記入してください）

■ は　い 理由

加入が任意であるため、主な財源は会費で、一般会計からの繰り入れはしていない。しかし、人件費は一般会
計で支払っており、収支の均衡がほぼとれていることから、受益者の負担割合は妥当と考える。□ いいえ

そ
の
他

　他の市町村では実施している事業ですか（県内の他市の状況等を具体的に記入してください）

県市町村総合事務組合・阿久根市・霧島市・垂水市・南さつま市・西之表市・奄美市と、県下交通災害共済事務連絡会を構成
しており、その他の市町村についても単独実施をやめ、県市町村総合事務組合の制度に加入する傾向にある。

３　今後の方向性、改善案等（一次評価）
　今後の方向性（総合評価） 　方向性の理由、改善案等

安い掛け金で見舞金を支払う市民相互の共済制度として運転免許を持たない子供
や高齢者などが手軽に加入できるこの制度は、民間の保険制度が充実した現在で
も他に類はないといえる。市内では依然として交通事故が多く発生しているため
今後も継続して行う必要がある。

４　今後の方向性、改善案等（二次評価）
　今後の方向性（総合評価） 　方向性の理由、改善案等

一次評価と同様に継続とする。

５　今後の方向性、改善案等（最終評価）
　今後の方向性（総合評価） 　方向性の理由、改善案等

二次評価と同様に継続とするが、本制度の利点や拡充内容について、広
く市民に周知を行い、更なる加入促進を図る必要がある。

活
動
指
標

① 交通災害共済加入率 ％ 54 56

② 見舞金等支払い件数 件 114 105 105 105 105

58 60 80


